



































































































































































































本田 768.555 706.134 2，716.036 
新田 224.508 430.855 953.771 
石高計 993.063 1，136.989 3，669.807 
家数 119 117 216 
人数 721 837 1，154 
うち男 413 470 669 















































































潟;潟保村 632.080 潟保村 井野岡村
保
郷 川崎村 364.747 
西 沼田村 542.040 沼田村 西日村
目 両前寺村 71.840 両前寺村
郷 出戸村 454.098 
子 薬師堂村玉之池村 上原村
吉 子吉村 3236.049 
に付された「解説」には「村名の右側 注)["注記」については、本文参照のこと
に分合や改称の沿革を注記したところ 出所:史籍研究会(1984)











































玉ノ池村 484.938 子 埋田村 124.858 
τE士コr 










































れている.但し名請人毎に集計しなおした「名寄」形式一一一」杢直一一一一一一一 1 一一一 1
合ロ 35 24 




















新田検地年 筆数 面積 石高 l筆当面
(反) (石)積(畝)
万治克年 1658 6 1.1 1.352 1.9 
寛文3年 1663 50 9.9 11.836 2.0 
寛文6年 1666 76 15.4 18.536 2.0 






























終息したが，終息後の村の姿を示しているのが，次の二 村名 屋敷数|村名 屋敷数
つの表である.まず第8表は元禄5(1692)年潟保郷の村毎 中津村 :1宅更里村 12 
井岡村 281 田中村 10 
の戸数を示したものである.潟保郷の村は7ヶ村で総戸 潟保村 421 )II~社一一一」












































郷 i 村名 ! 石高
本田 本畑
一一一一一石高 取 石高 取 石高
i 井揖ノ保岡 ! 41389197963 4 314.836 5ツ 3.078 5ツ5歩 5.412 …;二if-28 




中沢 i 115.554 115.554 100 
潟 川|崎 i79.539 59.212 5ツ7歩 1.044 5ツ5歩 2.584 5ツ3ツ7歩i 76 24 
16.699 
保
田中 i 50.842 35.966 5ツ7歩 0.368 5ツ5歩 0.592 29 
13.196 
郷 181.043 131.066 5ツ7分 2.317 5ツ5歩 2.552 







郷合計 1142.169 (本田畑706.134) (新田畑436.035)I 62 38 
出戸
499.117 389.581 5ツ7歩 3.62 5ツ5歩 18.974 
W3ツ7歩179 
西 86.942 21 
両前寺 95.8311 55.85515ツ7歩 2.09815ツ5歩
( 新326田062畑97C6128N85127 Y43ツ2時7革1)対斗1l 67 9 7 0 
目 40 





























































































役名 人数 役名 人数
1 1元禄7 1694 5年間借入れ証文 子吉郷名主 2 潟保郷名主 l 
西日郷名主 1 
2j明和:1 17日 山不足につき借用 子吉郷名主 2 潟保郷名主 I 
申し入れ 組頭7か村 16 西目郷名主 I 
組頭衆中
31寛延4 口 根堀山借用につき 子吉郷名主 l 潟保郷名主 1 
誓約 同組頭 9 西目郷名主 1 
惣組頭衆中
41明和1 1764 子吉郷根堀山借用 子吉郷名主 2 潟保郷名主 l 




















































































年次 争論等文書内容 発信者(原告) 争論相手(被告) • I 宛先干仁王ヨ 役名 人数 役名 人数








3嘉永3 1850 水林につき訴え 潟保村山守 8 井岡村百姓 藩山方役
山頭 1 中沢村百姓
名主代 1 
年次 文書内容 発行者 宛 先
4文化8 1811 潟保村・井岡村山道 潟保郷名主 l 井岡村百姓惣代 2 潟保村百姓総代 4
争論内済 同五人組頭 2 同五人組頭 3 
同組頭 2 同組頭 5 
5嘉永4 1851 潟保と井岡・中沢間山 藩郡奉行・勘定役・山 (井岡村・中沢村・潟保村)
争い裁許絵図裏書 方役・検地役・徒士目
付・検地本役 計8
6嘉永4 1851 山頭・山守任命願書 潟保村百姓惣代 4 潟保村名主
同組頭 4 藩代官















































































































1品 大西目 lm2jj 2 保
郷 田中 0.7321 1 
船岡
子 海士事j 15.2041 7 
て仁と1 
瀬袋 6.2561 3 
郷
新屋 5.984! 1 
そ 三ッ屋 4.8681 3 
の 藤崎 3.9801 4 
イ也 新山 1.4721 2 
開発商人 14.640 





















































注 1) いわゆる「自治村落論Jについては， (粛藤仁， 1989)を参照.
2) 批判については， (坂根， 1996)，(坂根， 2011) ，庄司(2012)等を参照のこと.なおその論点の整理に
ついては，簡単ながら(大鎌， 2014)を参照のこと.













8) ["出田j について， w本荘市史』も『西目町史』も最上氏入部直後に検地があり，その後の開田面

















11) 村役人の名称は，時期により「肝煎J r庄屋J r名主」と変わっているが(r本荘市史通史編IJ ， 
p364-366) ，混乱を避けるためここではすべて「名主Jの名称を用いる.
12) r石沢騒動」については， (本荘市史通史編I， 546-560) ，および象潟町(2002，p473-476)を参照.
13) 酒田街道については(本荘市史通史編I，113-116)を参照.
14) 以上薬師堂村と海士剥については(本荘市史通史編I，116， 382-383)による.
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